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２．中期経営計画達成のための基本戦略 

  

当社は、中長期的に成長できる強固な経営基盤を確立し、中期経営計画を達成するため、

以下の通り、（１）大胆な市場開拓、および（２）堅固な収益構造の確立を目指します。 

 

（１）  大胆な市場開拓 

 

① ポメラに代表されるデジタル文具市場においては、当社の持つ商品企画力を発揮し

た新製品の投入により、新たな顧客・市場の創造を目指していきます。 

 

② テプラ事業においては、新しい機能性テープ等の投入や東京オリンピックに向けた

新たな表示需要を取り込むことにより、テプラが使用されるシーンを増やすことで、

テープ需要を拡大いたします。 

 

③ ファイル事業においては、ベトナム・インドネシア・マレーシアの当社工場の競争

優位性を活かして、カテゴリー別にターゲットを定めたシェア・アップ施策を推進

いたします。 

 

④ 海外市場においては、東南アジアに生産拠点があることを活かして、アジア市場に

相応しい機能・デザイン・価格を実現した新製品の投入を図る一方、上海・香港・

ジャカルタ・ホーチミンの販売拠点を活かした営業活動の強化により、アジアでの

当社ブランドを確固たるものにしていきます。 

 

⑤ インテリアライフスタイル事業においては、既存の生活雑貨品の新製品開発とその

販売に加え、グループ会社である株式会社ぼん家具のネット通販のノウハウを相互

に活用することによるシナジー効果の強化を目指します。 

 

⑥ こはる、ガーリーテプラで獲得した「女子文具市場」に、女性開発・営業プロジェ

クト・チームによる斬新なアイディアの新製品を投入し、当社にとって新しい顧客

の獲得に注力してまいります。 

 

⑦ 新規事業にも積極的に取り組み、Ｍ＆Ａについても常に検討を重ねてまいります。 

 

（２） 堅固な収益構造の確立 

 

① ステーショナリー事業の海外生産拠点が自社工場であることを活用し、新たな設備

投資による合理化、新工場建設による生産能力の拡大、新製品を生産できる新規技

術の獲得といった戦略の方向性を海外生産拠点・本社とで一致させることで無駄の

ないコストの実現を目指します。 

 

② 人事・財務管理では、グローバル人材の育成、海外現地子会社スタッフの育成を図

ると共に、グループ会社を含めた連結ベースでの資金管理の効率化、持ち合い株の

一部解消等により、さらなる財務体質の強化にも取り組んでまいります。 

 

 
以 上 


